
I DOC‐RC/SRCI. DOC RC/SRC

診断プログラムのデフォルト値の

意味と取り扱いについて意味と取り扱いについて

2014年12月4日
株式会社 構造システム

1



目 次目 次

1 耐震診断プログラム評価更新時の変更点につ1. 耐震診断プログラム評価更新時の変更点につ
いて

2 SRF工法設計施工指針の最新評価版への対応2. SRF工法設計施工指針の最新評価版への対応
について

3. メーカー製ブレースへの対応について3. メ カ 製ブレ ス の対応について
4. 変更が必要と考えられるデフォルト値
5 診断マニュアルに関するデフォルト値5. 診断マニュアルに関するデフォルト値
6. その他のデフォルトについて
7 SRC造の入力の注意点について7. SRC造の入力の注意点について
8. DOC‐RC/SRC 追加を予定している主な新機能

2



5. 診断マニュアルに関するデフォルト値5 診断 アルに関するデフォルト値

1. 正負加力平均の指定
2. 地震時割増係数の指定
3. 下階壁抜けの柱の計算方法3. 下階壁抜けの柱の計算方法
4. そで壁付柱の反曲点高さの取り方
5 雑壁反曲点高さの取り扱い5. 雑壁反曲点高さの取り扱い
6. 雑壁の平均せん断応力度 τ [N/㎜2]の上限
7 耐力計算に考慮するそで壁長さ7. 耐力計算に考慮するそで壁長さ
8. 軽量コンクリートの低減係数の取り扱い
9 柱の鉄骨曲げ強度比9. 柱の鉄骨曲げ強度比
10.雑壁F値の取り扱い
11 第2種構造要素の検討11.第2種構造要素の検討

26



5‐1. 正負加力平均の指定
/

5 正負加力平均の指定

負加 均
【デフォルト】

1/2

• 正負加力の平均
正加力、負加力時の、
柱頭のせん断耐力の平均・柱頭のせん断耐力の平均

・柱脚のせん断耐力の平均

いずれか小さい方

• 正負加力別
【変更項目】（診断マニュアル）

正負加力別

※入力ダイアログは変更項目の指定を考慮しています。

正加力、負加力別で、
・柱頭、柱脚のせん断耐力の平均

27操作：［耐震診断］→［計算条件］→［耐震診断計算条件］：1、2次診断



5‐1. 計算方法詳細
/

5 計算方法詳細

正負加力平均 正負加力別

2/2

正加力、負加力時の、
・柱頭のせん断耐力の平均
・柱脚のせん断耐力の平均

いずれか
小さい方

正加力、負加力別で、
・柱頭、柱脚のせん断耐力の平均

・柱脚のせん断耐力の平均 さ 方

2001年RC診断基準 p236年 診断基準 p
片側に連続する場合は、引張側となるそで壁を無視した独立柱と圧縮側となる壁を考慮して求
めたせん断耐力の平均値とする。

参考：2001年RC造診断基準 p236 28



5‐2. 地震時割増係数の指定
/

5 地震時割増係数の指定

考慮しな
【デフォルト】

1/2

• 考慮しない
N＝NL

部材耐力計算用軸力N：部材耐力計算用軸力
NL：長期軸力

• 割増係数の直接入力

【変更項目】診断マニュアル

割増係数の直接入力
Ns＝NL+α・Ne
Ns：地震時変動軸力を考慮したNs 地震時変動軸力を考慮した

部材耐力計算用軸力
α：地震時変動軸力割増係数

震時変動軸

※Nsが引張耐力を超えた場合、
部材耐力を『0』として集計します。

29

Ne：地震時変動軸力



5‐2. 地震時変動軸力を考慮するケース
/

5 地震時変動軸力を考慮するケ ス

1）建物全体のプロポ ション

2/2

1）建物全体のプロポーション

中高層建築物の下層部や外柱等の中高層建築物の下層部や外柱等の
地震時付加軸力（変動軸力）の影響
が大きいと考えられる場合、付加軸
力（変動軸力）を考慮する

2）下階壁抜け柱

力（変動軸力）を考慮する。

） 階壁抜け柱

地震時変動軸力割増係数を仮定し
柱の圧縮耐力との比較を行う。柱の圧縮耐力との比較を行う。

30
参考：2001年RC造診断基準ｐ193
参考：JSCA研修会テキスト 実務者のための耐震診断・補強設計 p42



5‐3.下階壁抜け柱の計算方法
/

5 3 下階壁抜け柱の計算方法

診断マニュアル RC造 p13の3.12 、SRC造 p17の4.8

1/9

下階で耐震壁が抜けている架構については、耐震壁を支える柱が大地震時の変動軸力を受け
た場合、軸力比が制限値以下であるかを確認。制限値を超える場合は補正値を参考として計
算する。SRC造は軸力比の制限に鉄骨を考慮する。算 軸 制限 骨

①×
①Ns1：上階がせん断破壊もしくは

①×

①Ns1：上階がせん断破壊もしくは
曲げ降伏するときの軸力

②Ns2：引張側柱の引張降伏時軸力

検討柱

①

②×
↑ ↓

①、②より Ns = min( Ns1、Ns2 )

NSよりNSより
地震時柱軸力比による下階壁抜け判定

31



5‐3.下階壁抜け柱の検討方法Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ
/

5 3 下階壁抜け柱の検討方法 、 、

Ⅰ 下階壁抜け柱の検討1

2/9

地震時変動軸力α倍加算を考慮し検討用の
軸力とします。

N NL NNs＝NL+α・Ne
Ns：検討用軸力

Ⅱ下階壁抜け柱の検討2（診断マニュアル）
「東京における緊急輸送道路沿道建築物の
耐震化推進に係る耐震診断マニ アル」の内容による検討耐震化推進に係る耐震診断マニュアル」の内容による検討

Ⅲ下階壁抜け柱の検討3（形状制限なし）
弾性解析による鉛直荷重時と地震時の応力より、上部壁の
せん断又は曲げ破壊時、引っ張り柱の破壊時で、最小となる
圧縮側の柱軸力による検討

32

圧縮側の柱軸力による検討

【Ⅰ下階壁抜け柱の検討1】
参考：学校施設の耐震補強マニュアル RC造校舎編《2003年改訂版》p47、p261（計算フロー）～



5‐3. Ⅱ 下階壁抜け柱の検討2
（診断マニュアル）計算対象形状 /（診断マニュアル）計算対象形状 3/9

計算できる
形状形状

○単スパン ○連スパン 境界ばり付き

計算できない計算できない
形状

×千鳥 ×オーバーハング

参考：診断マニュアル p13
×セットバック

33



5‐3. Ⅱ 下階壁抜け柱の検討2
診断マニュアル /診断マニュアル

Ns1上階がせん断破壊もしくは曲げ降伏するときの軸力

4/9

L1cui L/)/)((Ns1 Ｎ２・ｈΣＱ・ｈΣＰ ｉｉ 
ｉΣＰ ：上層階の壁、最初に壁がせん断又は曲げ破壊する壁のＱｕ

ｉＰ ：逆三角形分布としたときの上記Ｑｕより求めた各階作用する外力
Pi n

ｉh ：階高

L ：柱スパン

cuiΣＱ ：柱のＱｕの合計

hi

Pi n

2
cuiΣＱ ：柱のＱｕの合計

1h ：壁抜け階の階高

LＮ ：圧縮側の柱の長期軸力 h2

h3 1

ΣPi・hiLＮ ：圧縮側の柱の長期軸力

h1

h2

Qcu1 Qcu2

ΣPi hi

↓NS1

L
参考：耐震診断マニュアル p13 34



5‐3. Ⅱ 下階壁抜け柱の検討2
診断マニュアル /診断マニュアル

Ns2 引張側柱の引張降伏時の軸力

5/9

ｙｓｙｇＬ σ・Ａ・σＡΣＮ gs2Ns 
LΣＮ ：柱長期軸力の合計

gＡ ：引張側柱の全主筋断面積

yσ ：柱主筋の降伏点強度

gsＡ ：引張側柱の鉄骨全断面積（非充腹形式の場合は弦材全断面積）

ｙｓσ ：鉄骨の降伏点強度

例）4通りの柱を計算する場合
連スパンの中間柱は

∑N に考慮します
↓NL ↓NL ↓NL ↓NL

・∑NL に考慮します。
・鉄筋(鉄骨)もAg・σyに考慮しま

す。

参考：耐震診断マニュアル p13
35



5‐3. Ⅱ 下階壁抜け柱の検討2
診断マニュアル /

耐震診断マニ アル 13 （下から2行目）

診断マニュアル

ＲＣ建物 地震時軸力比

6/9

軸力比が制限値を超えた場合は、Is値の補正を行い補強要否を判定してもよ
い。診断結果としては補正前のIs値を記載し、補正後のIs値は参考とする。

耐震診断マニュアル p13 （下から2行目）

補正係数=(ηu/ η)2
。診断結果 は補 前 値を記載 、補 後 値は参考 する。

)Db(/  Ns Bση＝ 

η：地震時軸力比

ηu：制限値

Ns：min（Ns1、Ns2）

柱フ プ間隔が 100 超の場合

柱フープ間隔が、100㎜以下の場合
曲げ柱：ηｕ=0.5 せん断柱：ηｕ=0.3

ηu 制限値

柱フープ間隔が、100㎜超の場合
曲げ柱：ηu=0.4 せん断柱：ηu=0.25

※プログラムでは補正係数までを自動計算します。

Is(補正)=Is×(ηu/ η)2

グラ 補 係数ま を自動計算 ます。

IS値の補正方法（RC造）
36



5‐3. Ⅱ 下階壁抜け柱の検討2
診断マニュアル /

耐震診断マ アル 17

診断マニュアル

SRC造建物 メカニズム時柱軸力

7/9

RC造建築物の下階壁抜け柱の検討に準じて大地震時の変動軸力に対する検
討を行う。ただし、軸力制限値は下式による。

耐震診断マニュアル p17

ⅰ非充腹形式のＳＲＣ柱

σ・・ｂ・Ｄ・Ｆｃ’≦ A50Ne 

討を行う。ただし、軸力制限値は下式による。

ｙＳＳ σ・・ｂ・Ｄ・Ｆｃ≦ gA50Ne .
ⅱ充腹形式のＳＲＣ柱

ｙＳＳ σ・・ｂ・Ｄ・Ｆｃ’≦ gA550Ne . ｙＳＳ g

ｂ・Ｄ ：柱の幅と成

’

Ne ：メカニズム時柱軸力（長期軸力を加算した値）

Ｆｃ’= 0.8Fc
sAg ：ＳＲＣ柱の鉄骨全断面積（非充腹の場合は弦材全断面積）

ｙｓσ ：鉄骨の降伏点強度
※プログラムでは補正係数までを自動計算

IS値の補正方法（SRC造）
Is(補正)=Is×(Ne/Ns)2

※プ グラムでは補正係数までを自動計算

37



5‐3. Ⅲ 下階壁抜け柱の検討3
形状制限なし /形状制限なし

①Ns1 上階の壁のせん断破壊または曲げ破壊時の ※壁抜け架構毎にＮｓ1の最小値計算

8/9

  LEWLWuWE -N1Ns ＮＱ／ＱＱ 

外力分布 Ai分布

WQU

WQL
（ ）

外力分布：Ai分布

NL、wQL：長期応力

NE、wQE：地震時応力

WQU

（WQE）
NE、wQE：地震時応力

wQu：部材耐力

Ns：圧縮側柱軸力WQU

WQL
（WQE）

Ns：圧縮側柱軸力

N

NE×（WQu-WQL）/WQE
Ns ＝

38
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5‐3.Ⅲ 下階壁抜け柱の検討3
形状制限なし /形状制限なし

せん断破壊時又は曲げ破壊時を考慮する壁

9/9

39□柱対象範囲 ○柱対象範囲



5‐4. そで壁付柱の反曲高さの取り方
/

5 そで壁付柱の反曲高さの取り方

【デフォルト】診断基準・略算

1/4

ｈcwo＝ｈco＋(ｈwo－ｈco)･Ｌw/Ｌ･ｈo/Ｈo

ｈco：柱として算定される反曲点高さｈco＝ｈo/2。
そ 壁長さ 両側そ 壁付きの場合は両側の和Ｌw ：そで壁長さ、両側そで壁付きの場合は両側の和

Ｌ ：標準スパン長さ（壁のあるスパン長さ）
ｈwo：両側柱付壁として算定される反曲点高さｈwo＝ｈw/2、
ここで ｈ は算定階の床レベルより連層壁の最上部までの高ここで、ｈwは算定階の床レベルより連層壁の最上部までの高
さ。
ただし、最上層（１層の場合を含む）ではｈwo＝ｈwとします。
ｈo ：柱うちのり高さ

【変更項目】

ｈo ：柱うちのり高さ
Ｈo ：はり下から床上までの柱うちのり標準寸法

弾性解析結果（診断基準・精算）

ｈ M/Q Ｐ

Ｍ：弾性解析結果の地震時柱脚曲げモーメント
Ｑ：弾性解析結果の地震時柱せん断力
Ｐ 柱脚危険断面位置

ｈcwo＝M/Q－Ｐ

40

Ｐ：柱脚危険断面位置

参考：診断基準式：雑誌 建築防災 2003年 3月号 発行：建築防災協会

参考：2001年 RC造診断基準ｐ229



5‐4. 弾性解析結果より反曲点高さを
決定する場合 /決定する場合

柱に壁が連続する鉛直部材のＱsu1～Ｑsu4、Ｑmu計算時、

2/4

柱に壁が連続する鉛直部材のＱsu1 Ｑsu4、Ｑmu計算時、
下式により反曲点高さを算定します。

ｈcwo＝―－ＰＭ
Ｑ

hcw0：反曲点高さ
Ｍ：弾性解析結果の地震時柱脚曲げモーメント
Ｑ：弾性解析結果の地震時柱せん断力 QＱ：弾性解析結果の地震時柱せん断力
Ｐ：柱脚危険断面位置

Q

hcwo
Q
M

P

Q
ただし、柱脚曲げモーメントが小さい場合や、危
険断面位置間に反曲点がない場合には、Qmuと
Qsu計算時のせん断スパンを補正します。
また 逆せん断が生じる場合は Q F値は0とし

41

M
また、逆せん断が生じる場合は、Qu、F値は0とし
て集計します。



5‐4. 反曲点高さの比較
/

5 反曲点高さの比較

h 0

3/4

hcw0

階

hcw0
hcw0

9

11

13階

スパン数：
X方向 4スパン
Y方向 4スパン

弾性解析結果 診断基準
（略算式）

3

5

7 診断基準

弾性解析結果

Y方向 4スパン

階数:13階
（中高層オフィスビル）

1

3

0 200 400 600
反曲点高さ

ｈcwo (cm)

（中高層オフィスビル）

42



5‐4. 耐力の比較
/■ 破壊モード図

診断基準

5 耐力の比較
4/4

＞

独立柱 そで壁付柱

弾性解析結果

独立柱 そで壁付柱

独立柱より1188.6KN 耐力が低い 独立柱 そで壁付柱

＜

独立柱 壁 柱

＜

43
独立柱より468.9KN 耐力が高い

独立柱 そで壁付柱
独立柱 そで壁付柱



5‐5. 雑壁反曲点高さの取り扱い
/

5 5 雑壁反曲点高さの取り扱い

診断マニュアル p11（4）

1/2

構面内雑壁の反曲点高さははり内法高さとする。
床上の雑壁は反曲点高さを階高とし、平均せん断応力度は τu= 1N/㎜2 以下と
すする。

h0

h0 h0

構面内雑壁 構面外雑壁 内のり高さが低い雑壁構面内雑壁 構面外雑壁 内のり高さが低い雑壁

○対応しています。 ○対応しています。 ×対応していませ
ん。

44

ん。



5‐5. 雑壁反曲点高さの取り扱い
/

5 5 雑壁反曲点高さの取り扱い

【デフォルト】 構造階高さの1/2

2/2

hcw0 hcw0

【変更検討項目】（診断マニュアル）
雑壁の内法高さ雑壁の内法高さ

hcw0 hcw0

45



5‐6. 雑壁の平均せん断応力度
τ [N/㎜2]の上限τ [N/㎜2]の上限

床上の雑壁は、床版の曲げ拘束が
診断マニュアル 本文

床上の雑壁は、床版の曲げ拘束が
大きくないことに配慮し、
平均せん断応力度は
τu＝10㎏f/㎝2（1N/㎜2）以下とするτu＝10㎏f/㎝2（1N/㎜2）以下とする。

【デフォルト】

構面内雑壁 3 [N/㎜2]

【変更項目】（診断マニュアル）

構面外雑壁 2 [N/㎜2]

構面外雑壁 1 [N/㎜2]

構面外雑壁
この指定により、雑壁の負担出来るτuの
上限がきまります。

46
参考：診断マニュアル p11（4）

構面内雑壁
参考：2001年RC造診断基準 p10



5‐7. 耐力に考慮するそで壁長さの指定5 耐力に考慮するそで壁長さの指定

診断マニュアル p12(5)

袖壁長さが200 未満の場合は無視してもよい また この長さを超える袖壁長さが200mm未満の場合は無視してもよい。また、この長さを超える
袖壁でも柱幅の1/5未満の厚さであり、かつ柱の帯筋間隔が100mm以下で、
袖壁に対して柱が十分に剛強な場合は無視できる。

幅未
満

柱
幅

柱
幅
/5

200未満

47

注）柱幅の1/5未満、帯筋間隔のただし書きに該当
する壁については入力により調整して下さい。



5‐8. 軽量コンクリートの低減係数α
/

軽量 ンクリ トの低減係数

診断マニュアル p7（2）

1/2

軽量コンクリートが用いられている場合は、σBより求めたせん断耐力Qsu’に低
減係数αを乗じたものを部材のせん断終局耐力Qsuとして算定する。

 SUSU QQ α・ SUSU QQ α・

Ｑsu’：σBより求めたせん断終局強度

α：軽量コンクリート1,2種：0.9
α：軽量コンクリート3 4種：0 8α：軽量コンクリ ト3,4種：0.8

σB：採用コンクリート強度
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5‐8. 軽量コンクリートの取り扱い
/

5 8 軽量 ンクリ トの取り扱い

【デフォルト】 Fcを低減

2/2

･be･Je0.1wyＰwe･
0.12Ｍ/(Ｑ･ｄe）

）Ｆc（180.230.053Ｐte
oe

・α σσ
















 85.0Qsu

【デフォルト】 Fcを低減



【変更項目】 Qsuを低減

α･be･Je･0.1wyＰwe･
0.12Ｍ/(Ｑ･ｄe）

Ｆc）（180.230.053Ｐte
oeσσ
















 85.0Qsu

【変更項目】 Qsuを低減

） 

プログラムは指定された材料データ

参考 年 診断基準 同解説

を参照します。
低減係数を自動で考慮します。
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参考：2009年SRC診断基準 同解説 p121
入力：[耐震診断]→[計算条件]→[耐震診断計算条件]→ タブ：その他(共通) の「建振協等詳細設定」

→ 『(2次診断)軽量コンクリートのSRC造での扱い』
CSV出力：[耐震診断]→[CSV形式の出力]→[終局強度の個別出力]最下欄に出力



5‐9. 柱の鉄骨曲げ強度比
/

柱の鉄骨曲げ強度比

診断マニュアル p16 （4.5）

1/3

柱の靭性指標は（F）を決定する場合の柱鉄骨の曲げ強度比sMo/Moを算出し報告書に
明記する。X,Y方向別に柱鉄骨の強軸のみを考慮して行う。

)/(/ rMosMosMoMoMoS 柱の鉄骨曲げ強度比

sMo ：鉄骨の軸力を0とした時の検討方向に強軸配置された鉄骨の終局曲げ強度

b'

rMo ：軸力を0とした時のRC断面の終局曲げ強度（弱軸鉄骨の強度は加算しない）

b

b'加力

b'

b'b' b'

弱軸鉄骨を無視

参考：2009年SRC診断基準 同解説 p207(下から4行目) 50



5‐9. 柱の鉄骨曲げ強度比
/

柱の鉄骨曲げ強度比

【デフォルト】軸力N=0の終局曲げ強度

軸力 0としたときのSRC柱の曲げ終局強度

2/3

軸力=0としたときのSRC柱の曲げ終局強度
Mo （完全塑性理論) と鉄骨部分の曲げ終
局強度sMoを用いて計算します。

【変更項目】 SRC診断基準(34)、(35)式
2009年版SRC診断基準の(34) (35)式によりま2009年版SRC診断基準の(34)、(35)式によりま
す。 Moの鉄筋コンクリートと鉄骨の和は単純

累加となります。十字型、Ｔ型断面の弱軸鉄
骨は無視します

弱軸鉄骨の考慮 形状 sM0 Mo

十字型、T型 考慮しない 考慮しない

骨は無視します。

十字型、T型 考慮しない 考慮しない

ト字型、L型 考慮する 考慮する
例 X方向のsMo、Mo計算に考慮する鉄骨

参考：2009年SRC診断基準 同解説 p207(下から4行目)

参考：診断マニュアル p16 4.5

51



5‐9. SRC柱鉄骨曲げ強度比の基準対応
/

5 9 S C柱鉄骨曲げ強度比の基準対応

ＳＲＣ規準：ＳＲＣ柱の鉄骨曲げ強度比

3/3

jsySt0 ・σ･Ｍ aSS 
非充複形

（34）式

jsySt0 σＭ aSS

ySP0 Z σ･Ｍ SS 
充複形

0syrtr0 M D8.0  ・σ･・Ｍ a
（35）式

ｔ　  s a
ysσ
j

：断面欠損を考慮した引張側鉄骨の有効断面積（㎜2）

：鉄骨の降伏点強度（N/㎜2）
j s　

P  S Z
：検討方向の鉄骨弦材の重心間距離（㎜）

：検討方向の充腹型鉄骨の塑性断面係数（㎜3）

：引張鉄筋断面積（㎜2）ｔ　  r a

52参考：2009年SRC造診断基準 p20、p146

yrσ ：鉄筋の降伏点強度（㎜2）



5‐10. 雑壁Ｆ値の取り扱い
/

5 0 雑壁 値の取り扱い

診断マニュアル RC造p11の（4）、SRC造p16の（3）

1/2

・RC造構面内、構面外雑壁のＦ値は、原則としてＦ＝1.0とする。
・SRC造構面外雑壁でせん断破壊しないものはＦ値＝1.27としてよい。

※内のり高さが低くせん断破壊するものはF 0 8※内のり高さが低くせん断破壊するものはF=0.8

F=1 0
h0

F=1.0
F=1.0

（F=1.27※） F=0.8

①構面内雑壁 ②構面外雑壁 ③内のり高さが低く
せん断破壊する雑壁せん断破壊する雑壁

※( )内はSRC造曲げ壁となる場合
プログラムでは対応していません※1

※1フレーム内雑壁、フレーム外雑壁の組
合わせによりモデル化して下さい

53

合わせによりモデル化して下さい。



5‐10. 雑壁Ｆ値の取り扱い
/

5 0 雑壁 値の取り扱い
2/2

「防災協会 「RC造はF 1 0

雑壁F値の扱いの指定

「防災協会

「RC造、SRC造共F=1.0」

「RC造はF=1.0、

(せん断破壊はF=1.0、
SRC造のせん断破壊は

F=1.0、

曲げ破壊はF=1.0～1.5)」 曲げ破壊はF=1.27」

RC造階の雑壁のF値の取り方
せん断壁：F=1.0 せん断壁：F=1.0 せん断壁：F=1.0

曲げ壁：F=1.0～1.5 曲げ壁：F=1.0 曲げ壁：F=1.0

SRC造階の雑壁のF値の取り方 同上 同上
せん断壁：F=1.0

54※ F=0.8については、直接入力が必要となります。

SRC造階の雑壁のF値の取り方 同上 同上
曲げ壁：F=1.27



5‐11. 第２種構造要素の検討
/

5 第 種構造要素の検討

診断マニュアル p12 3.11(2)

1/2

梁による軸力の再配分は、支持能力が不足している柱の配置状況や梁の連
続性を考慮して検討する。

（第2種構造要素候補柱）

【デフォルト】【デ ォ 】

プログラムは単スパン片側の柱が第二種構造要素候補柱となる場合も伝達
可能としています。

【変更項目】
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【変更項目】
診断マニュアルに準拠する場合は、伝達能力を『0』とし伝達経路から除きます。

※DOC‐RC/SRCではりの伝達能力を「0」と直接入力して頂き伝達経路から除くことが出来ます。



5‐11. 第２種構造要素の検討
/

5 第 種構造要素の検討

検討柱に接続する周辺はり、壁のせん断終局強度ΣＱの計算［kozoQwb.csv］
はり・壁のせん断終局強度については 以下の式によって計算し 伝達可能な方向（最大４

2/2

はり・壁のせん断終局強度については、以下の式によって計算し、伝達可能な方向（最大４
方向）ごとにΣＱＢ+ΣＱｗを求めます。

はりのせん断終局強度 ＱＢ＝min(Ｑmu,Ｑsu)( , )
Ｑmu ：はりの両端のＭu の和をはりの柱面うちのり長さで除した数値

(Ｍu は完全塑性理論で算出)
Ｑsu ：はりの終局せん断終局強度

壁のせん断終局強度 Ｑw＝τw･Ａw･（1－γ）

Ｑsu ：はりの終局せん断終局強度

Σ ：その柱より上の階にあり、その柱に集まるすべてのはりについての和

断終局強度 （ γ）
τw ：3N/㎜2
Ａw ：ｔ･ｈ

ｔ ：壁厚厚

ｈ:構造階高

γ ：開口による低減率（γ＝開口高さ/壁高さ）

開口高さ：複数の開口がある場合、開口高さの合計とし、
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開口高さ 複数の開口がある場合、開口高さの合計とし、
重なる部分は重複加算しません。

Σ ：その柱の階から上にあるその柱に集まる
すべての壁についての和


